
 

 

第 49 回「水の日・水の週間」実施方針 

１．共通の取組  

令和６年８月 30日に閣議決定された新たな「水循環基本計画」において、「流域総合水

管理」を展開していくこととされたことを受け、「治水・利水・環境の調和を目指して～

いろんな水、探してみよう～」を共通のテーマとして可能な範囲で各取組を展開する。 

また、来年は「水の日・水の週間」が第 50回を迎えることから、併せて第 50回に向け

た機運を醸成する。 

２．水循環政策本部の取組  

（１）水を考えるつどい 

○日  時：令和７年８月１日（金）14:00～16:30 

○場  所：イイノホール（東京都千代田区内幸町 2-1-1飯野ビルディング４階） 

〇開催方法：会場 

○主  催：水循環政策本部、国土交通省、東京都、水の週間実行委員会 

○後  援：文部科学省、農林水産省、経済産業省、環境省、（独）水資源機構、 

（公財）日本科学技術振興財団、NHK、（一社）日本新聞協会 

○収容人数：500人 

○内  容：テーマ「治水・利水・環境の調和を目指して」 

①主催者あいさつ（水循環政策担当（国土交通）大臣、水の週間実行委員会会長、 

東京都（知事）） 

②全日本中学生水の作文コンクール表彰式 

③作文コンクール最優秀賞作文朗読 

④全日本中学生水の作文コンクール受賞者交流会（別室・皇族ご臨席の場合） 

⑤気象キャスター井田寛子氏による講演及び「治水・利水・環境の調和を目指して」を

テーマとした各分野の専門家によるパネルディスカッション 

※④及び⑤は同時進行を想定。 

⑥パネル等による展示（流域治水に関する資料、水循環企業登録・認証制度に関する資

料、水の作文コンクール優秀作品、水とのふれあいフォトコン

テスト入賞作品、「シャワーズ」フォトスポットパネル等） 

 

（２）第 47回全日本中学生水の作文コンクール 

○内  容：次代を担う中学生を対象に「水について考える」をテーマに普段何気なく使

っている水についての関心を高め、理解を深めることを目的とした作文コン

クールを開催し、優秀作文は表彰状を授与する。 

○主  催：水循環政策本部、国土交通省、都道府県 

○後  援：文部科学省、農林水産省、経済産業省、環境省、全日本中学校長会、（独）

水資源機構、水の週間実行委員会 

 

○スケジュール：令和６年 12月 13日（金） 募集依頼、ポスター作成、配布 

令和７年５月 30日（金） 募集締切 



 

 

令和７年６月 27日（金） 中央審査会 

令和７年７月下旬  受賞者決定（プレスリリース） 

〔一日事務所長体験〕 

○日  時：夏休み期間中（受賞者との調整） 

○対  象：水の作文コンクール優秀賞以上の受賞者のうち希望者（保護者も同伴） 

○場  所：受賞者在住地域の地方整備局又は（独）水資源機構等のダム管理事務所 

○内  容：ダムの管理事務所等で１日事務所長を体験（堤内巡視、湖面巡視等） 

（３）「水の日」ポスター 

〇内  容：「水の日」のポスターを２万枚作成し、国及び地方公共団体並びに委員団体

等、全国各地での掲出を依頼する。 

※令和６年度と同様、ポケットモンスターの「シャワーズ」と 2025ミス日本「水の天

使」を起用 

（４）「水の日」PR動画の公開 

〇内  容：「水の日」PR動画を作成し、「水の日」の機運を高める。 

PR動画は国土交通省 YouTubeチャンネルでの公開のほか、地方公共団体及

び委員団体等にデジタルサイネージでの放映を依頼する。 

※令和６年度と同様、ポケットモンスターの「シャワーズ」と 2025ミス日本「水の天

使」を起用 

（５）「水の日」応援大使「シャワーズ」の派遣及びフォトパネル・スタンプの貸出し 

○日  時：７月～10月 

○場  所：派遣３か所、貸出し４か所を予定 

○内  容：「シャワーズ」（きぐるみ）の全国の地方自治体等の「水の日」関連行事へ

の派遣及びフォトパネル・スタンプの貸出しを行うことで、「水の日」関

連行事の実施効果と水の日の認知度を高める。 

（６）ブルーライトアップ 

○実 施 日：令和７年８月１日（金）～８月７日（木）夜 

○場  所：令和６年度は、171か所で実施 

※レインボーブリッジ（東京都）、長安口ダム（徳島県）ほか 

○内  容：施設をブルーにライトアップ 

※内閣官房水循環政策本部事務局、水の週間実行委員会及び都道府県が各所へ協力依頼を

行う。 

（７）政府広報 

○内  容：政府広報の媒体、SNS等による「水の日」広告の実施 

○期  間：令和７年７月下旬 

３．国土交通省の取組  

（１）令和７年度水資源功績者表彰 

○日  時：令和７年８月５日（火） 

○場  所：合同庁舎第３号館８階特別会議室 



 

 

○内  容：水資源行政の推進に当たって、水源地域対策、水環境の保全、水源涵養、水

資源の有効活用等に永年にわたって尽力されたことなど、特に顕著な功績の

あった個人及び団体に国土交通大臣表彰 

※７月下旬 受賞者決定（プレスリリース） 

（２）「こども霞が関見学デー」への出展 

○日  時：令和７年８月６日（水）・７日（木） 

○場  所：合同庁舎第３号館 10階共用会議室 

○内  容：水の重要性、貴重さなどの理解を深めるプログラムの提供 

（３）国土交通省内パネル等展示 

○日  時：令和７年８月上旬～中旬 

○場  所：合同庁舎第３号館１階展示スペース 

○内  容：水とのふれあいフォトコンテスト入賞作品、水の作文コンクール優秀作品、

水資源功績者功績概要の展示、「水の日」PR動画 

４．水の週間実行委員会の取組  

（１）水のワークショップ・展示会（水の週間中央行事） 

○日  時：令和７年８月４日（月） 

○場  所：科学技術館 

○主  催：水循環政策本部、国土交通省、東京都、水の週間実行委員会 

○内  容：水に関する講話、委員団体等によるブース出展、2023ミス日本「水の天使」

ほかの出演を予定 

（２）第 40回「水とのふれあいフォトコンテスト」 

○内  容：WEBエントリー方式で実施予定 

○募  集：令和７年５月 15日（木）～令和７年６月 15日（日） 

○公  表：令和７年８月１日（金）水を考えるつどいの会場で入賞作品のデジタル展

示。入賞作品の活用 

（３）上下流交流支援 

○募  集：令和７年５月 14日（水）～令和７年６月 24日（火） 

○内  容：公募を行いダム水源地域等の上下流住民の交流を促進する活動に対し、１件 

あたり 10万円を限度に 20団体程度に対し助成予定。令和６年度は 19件の

活動を助成 

（４）協賛団体等への支援 

○内  容：各協賛団体や協賛団体に参画する構成団体に「水の日・水の週間」の取組を

紹介するとともに、PR動画を提供するなど、協賛団体等が行う「水の日・水

の週間」の啓発活動を支援する。 

（５）ホームページ及びＳＮＳによる情報発信 

○内  容：水の日・水の週間の取組等を積極的に発信する。 



 

 

５．地方公共団体及び委員団体等の取組  

（１）デジタルサイネージ等を活用した広報 

○日  時：令和７年７月～８月 

○場  所：新宿駅西口周辺デジタルサイネージ等及び渋谷駅スクランブル交差点等 

（東京都予定） 

○内  容：「水の日」PR動画等を放映し普及・啓発を図る。 

（２）「水の日」関連行事の実施 

○日  時：主に令和７年７月～８月 

○主  体：地方公共団体及び委員団体等 

○内  容：「水の日」の趣旨にふさわしい行事の実施 

※内閣官房水循環政策本部事務局、水の週間実行委員会及び都道府県が地方公共団体及び

委員団体等へ協力依頼を行う。 

 

６．第 50 回に向けた取組 

   第 50回に向けた機運を醸成させるための取組について検討のうえ実施する。 

 



 

 

閣 副 第 5 0 1 号  

令 和 ７年 ７月 １日  

 

関係団体（別記２） 宛 

 

 

内閣官房水循環政策本部事務局長 

                                  

 

第49回「水の日」関連行事について 

 

 例年、８月１日「水の日」及び「水の週間」において、国及び地方公共団体

は、関連行事の開催など、国民の間に広く健全な水循環の重要性について理解と

関心を深めるための取組を行ってきたところです。 

 今年度、国においては、別添のとおり「水を考えるつどい」をはじめとする各

種関連行事の実施やポスターによる啓発等を予定しております。貴団体におかれ

ましては、関連行事の実施に当たっては格別の御配慮をお願い申し上げます。 

特に、８月１日にイイノホールで開催する「水を考えるつどい」には、関係者

の御出席を賜りますよう、格別の御配慮をお願い申し上げます。 

 関係団体等に対しても、この趣旨を周知していただくとともに、これに対する

協力の依頼をお願い申し上げます。 

 

 

 

【別添】・第49回「水の日・水の週間」実施方針 

    ・「水の日」ポスター 

・「水の日」動画サムネイル 

・「水を考えるつどい」チラシ 

 



                                別記２ 

【水の週間実行委員会委員団体】 

独立行政法人水資源機構 
 理事長  金尾 健司  殿 

 全国水土里ネット 
 専務理事 室本 隆司  殿 

（一財） 造水促進センター 
 理事長  山本 和夫  殿 

（一社）日本治山治水協会 
 会 長  山口 俊一  殿 

（公社）日本河川協会 
 会 長  甲村 謙友  殿 

（一社）日本工業用水協会 
 会 長  権田 裕徳  殿 

（公社）日本水道協会 
 理事長  青木 秀幸  殿 

全国簡易水道協議会 
 会 長  北村 政夫  殿 

（公社）日本下水道協会 
 理事長  岡久 宏史   殿 

（一財）日本ダム協会 
 会 長  押味 至一  殿 

（公財）利根川・荒川水源地域対策基金 
 理事長  藤井 友竝  殿 

特定非営利活動法人 日本水フォーラム 
 代表理事 竹村 公太郎 殿 

地下水適正管理協議会 
 会 長  山本 和夫  殿 

（公社）土木学会 
 会 長  池内 幸司  殿 

（公社）農業農村工学会 
 会 長  西村 拓  殿 

  
 【協賛団体】 

（一社）日本経済団体連合会 
  会 長 筒井 義信 殿 

石油連盟 
  会 長 木藤 俊一  殿 

（一社）セメント協会 
  会 長 諸橋 央典  殿 

電気事業連合会 
  会 長 林 欣吾   殿 

日本製紙連合会 
  会 長 野沢  徹  殿 

（一社）日本鉄鋼連盟 
  会 長 今井 正   殿 

（一社）日本ガス協会 
  会 長 内田 高史  殿 

 

（一社）日本電機工業会 
  会 長 漆間 啓   殿 

（公財）河川財団 
  理事長 小俣 篤   殿 

（一財）国土技術研究センター 
  理事長 徳山 日出男  殿 

（公社）全国建築物飲料水管理協会 
  代表理事会長 二階堂 理  殿 

（一社）全国建設業協会 
  会 長 今井 雅則  殿 

（一社）日本埋立浚渫協会 
  会 長 清水 琢三  殿 

（一社）日本橋梁建設協会 
  会 長 川田 忠裕  殿 

（一社）日本建設機械施工協会 
  会 長 金井 道夫  殿 

（一社）日本建設業連合会 
  会 長 宮本 洋一  殿 

（一社）日本水道工業団体連合会 
  会 長 北尾 裕一  殿 

（一社）日本林業土木連合協会 
  会 長 新谷 龍一郎 殿 

（一社）建設コンサルタンツ協会 
  会 長 大本 修   殿 

（一財）ダム技術センター 
  理事長 泊 宏    殿 

（一社）ダム・堰施設技術協会 
  会 長 門松 武   殿 

（一社）日本ホテル協会 
  会 長 蔭山 秀一  殿 

（一財）日本建設情報総合センター 
  理事長 山田 邦博  殿 

（公財）リバーフロント研究所 
  代表理事 塚原 浩一 殿 

（一財）水源地環境センター 
  理事長 平井 秀輝  殿 

（一財）河川情報センター 
  理事長 池内 幸司  殿 

（一社）建設広報協会 
  会長  竹歳 誠   殿 

（一財）砂防・地すべり技術センター 
  理事長 栗原 淳一  殿 

（一社）日本レストルーム工業会 
  会 長 田村 信也  殿 




